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均値は、 36年生ヒノキ林で最も高く、次いで広葉樹林、 21年生の)1員であった。 36年生林では、降雨時に土
壌COゾ濃度が上昇する傾向が顕著に見られた。土壌COゾと土壌浸透水の水質の関係をみると、 36年生林で
は土壌Co.;濃度が大きいほど、全陽イオンに占める Caz→の割合が大きくなる傾向が見られた。 以上のこと
から、降爵によっておilsealが形成されることで、土壌Co.;濃度が上昇し、 Ca2十の選択的な溶出を引き起こ
すというプロセスが提示された。 Caは土壌構造の主要構成要素であり、上記のプロセスにより土壌構造が
ぜい弱化することが示唆された。 Soilsealingにより土壌内部における土壌構造のぜい弱化が起こり、土壌構
造のぜい弱化によって soilsealingが促進され、さらに土壌構造のぜい弱化が進行するという正のフィード
バックが発現し、加速的に土壌荒廃が進行するという新たな知見が得られた。
審査の結果の要旨
我が国では管理放棄ヒノキ人工林における土壌侵食および土壌荒騒が問題視されてきた。 既往研究では、
土壌荒廃の原因解明のため、長期観測や年代の異なる土壌を調査・比較が行われてきたが、土壌荒廃を引き
起こす個々のプロセスについては明らかとされていな1.¥ 0 本研究では、野外観測によって土壌表層における
物理的プロセスおよび下窟土におけるプロセスを検討し、プロセス間の相互作用について考察を行った。本
論文においては、それぞれ異なる手法を組み合わせて、土壌表層における土壌侵食プロセスの評価を行い、
表層における物理的なプロセスが下層土に及ぼす影響を検討した。その結果、雨滴衝撃によるクラストの形
成が土壌内部の土壌構造の劣化を引き起こし、さらに土壌構造の劣化によりクラストの形成が起こりやすく
なるという正のフィードバックが発現することによって、加速的に土壌荒廃が進行するという新たな知見が
得られ、今後の森林土壌の保全に対しても大きな貢献をする基礎的成果であると考えられる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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